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 皆様、お元気ですか？ いつも、お世話になっています！ 

 今年もまた予測出来ない天候に悩まされました。季節外れの雪が５月と１０月 

に降るという、農場始まって以来のとんでもない天気に翻弄されました。 

それでも、祖父の時代から比べると格段に良くなった農業技術や機械、周りの人 

に助けられながら、実りの秋を迎え、収穫作業を完了することが出来ました。 

 昨年から取り組んでいる土壌改良も徐々に成果を見せて、畑の土を踏んだ時の 

足裏の感触に確実な変化と、次代への期待を感じています。 

 お陰様で、徐々にではありますが、とやま農場の農産物が欲しい。加工用で 

使いたい。といったお取引が増えてきています。 

 もっと皆様の食卓に「とやま農場」が登場するようにますます基本の土づくり、 

農産物作りに励んでいきますので、どうぞ応援よろしくお願いします。 
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お電話、FAXでのご注文・お問合せ 
「食卓に笑顔の種を届けたい。」 

土の香り 

解体前のトレーラーハウス 

シンガポールよりこんにちは。 
 ６月１７日 今年は農場での夏のイベントをお休みさせていただきま

したが、芽室の先輩に声をかけて頂き、シンガポールより来られた観光

客の受入れをお手伝いさせていただきました。「どろんこ号」に乗って

小麦畑を横断したり、とかちの農業クイズを出題しました。シンガポー

ルのビル街では見たことのない広大な景色と大型農業機械に、参加した

親子は終始ハイテンションで盛り上がっていました。 

 この事業を含めて、今後も農業を基盤に一人でも多くの人がとかちに

足を運び、とかち農業のファンになって頂けたら。そんな思いで農作業

の傍ら、手伝わせていただきました。今後は農場でも、国内外問わずに

受け入れていきたいと思います。 

旧馬小屋 

ゲストハウスを企画製作中。 
 １０月にイタリアから帰国した四男晶浩が農作業手伝いの傍ら、  

トレーラーハウスを活かしたゲストハウス作りに励んでいます。 

長年にわたってキャンプや実習生の宿泊用に使われていましたが、

この頃では老朽化の為に雨漏りが酷く、保管場所にも困るため、 

処分を検討していました。が、「思いついたら即行動」の晶浩が 

自ら解体し、建築に取りかかっています。 

 被災地でのNPO法人事務所作りや、イタリアでの芸術家個展会

場の設営などで培った経験を活かして、設計や各種申請の確認等 

一からこつこつと取り組んでいます。 

 材料にはかつて畑の中に佇んでいた馬小屋の梁や柱などに加えて、

道産材を活用します。また、暖房は薪ストーブ、電力は十勝の豊富な

太陽の恵みを活用したソーラー発電（オフグリット）による環境負荷

の少ない設備を一冬かけて整備する予定です。 

 窓から見える畑と日高山脈が魅せる季節の移ろいを楽しみながら、

友人やゲスト、ファームステイに来る高校生達がゆったりと過ごせる

空間を演出したいと取り組み始めました。単に宿泊するだけではな

く、バーカウンター、ハンモック、風景写真のギャラリーなどを兼ね

たちょっとおしゃれな大人のファームイン構想。完成をお楽しみに♪ 
※オフグリッド→電力会社の送電網に繋がっていない独立した電力の意 

 



 

編集後記 
 １１月中旬、我が家に薪ストーブを設置しました。薪ストーブの復活は、な

んと５０年ぶりとのこと。暖をとれるばかりでなく、お湯を沸かしたり、焼き

芋や焼き南瓜に加え、コトコトと豆類や煮込み料理等々と一石数丁の活躍ぶり

に“今日は何を作ろうかな？”と楽しみが増えました。薪を集め軒下に積み、

割ったりと冬支度に一手間はかかりますが、かつて、どの家庭もそうしていた

時代に生きた先人の暮らしぶりが、循環社会であったことに気づかされます。

来年からは、水路周りや林の中の雑・倒木を切り薪の確保に努めなければなり

ませんが、そうすることで、周辺の環境が整備され好循環が生まれる事を思う

とこれまで見向きもしなかった枯れ枝さえもが愛おしく思えます。 

 海や山に囲まれ自然豊かな我が国でありながら福島の原発事故の惨状と今尚

続く汚染水問題などを想う時、我が家でできる省エネとエネルギーの自立を目

指すこの頃です。                        聖子 

地方と中央を繋ぐ架け橋 
９月２０日～１０月１９日 

 農林水産省TPP/WTO交渉チーム、入省２年目の辻 康孝君(写真中

央）が１年で最も多忙な収穫期に３０日間の農村研修をしました。

じゃが芋の収穫作業に始まり、南瓜の選別、豆類の収穫等々早朝から

ハードな農作業に挑んで頂きました。また、農作業の合間を縫って他

農場や牧場の視察、有志農業者との意見交換会などコミュニュケー

ション＆飲みニュケーションにも努めて頂きました。 

 辻君の感想をメッセージから一部抜粋して紹介させて頂きます。 

【３０日間の長い間、研修生として受け入れて下さりありがとうござ

いました。非農家出身の私にとって、とやま農場での体験は、農業の原風景としてかけがえのないもので

す。人と土と作物とが互いに関わり合って農業が営まれていくということを肌で感じることができました。

農村での生活もとても新鮮でした。家族そして集落がとてつもなく密接に関わり合って農村が成立している

ことを知りました。】 

 慣れない環境＆初めての農作業はご苦労の連続だったと思いますが、この経験や多くの方々との出会いが 

今後に活かされますことを期待しています。こちらこそ大変お世話になり、ありがとうございました。 

左から隆祥・徳男・辻君・晶浩・聖子 

日々の農作業や 

農村風景を発信 

とやま農場FBページ 

も「いいね！」 

お願いします。 

大阪 市岡高校の皆さん 

 大阪 香里丘高校の皆さんと 

NPO法人食の絆を育む会の受け入れ家庭の一員として 

           今年も2校の受入をさせて頂きました。 
１０月９日～１０日 大阪府香里丘高校の２年生４名がファームステイ

しました。南瓜の選別や大福豆の手もぎなどを体験して頂きました。 

夜は自家製粉した小麦粉で餃子の皮を作り、焼餃子や水餃子にしていた

だきました。朝食は嵐山展望台にて、ピクニック朝食を行いましたが、

生憎の曇天で十勝平野を一望して頂く事は出来ませんでした（涙） 
 

１０月１５～１６日 大阪 市岡高校の４名がファームステイしまし

た。トラクター試乗やハロウィン南瓜をくり抜いてランタン作り。種子

馬鈴薯の選別などを体験して頂きました。夕食にはじゃが芋とかぼちゃ

のコロッケを作って頂きました。１６日には温帯低気圧と南下してきた

寒波がぶつかった影響により、観測史上最も早い降雪となり、大豆・ 

黒豆に雪が被りました。子ども達は季節外れの大雪に驚きつつ、寒さに

も負けずに雪だるまを作ったりと、みんなで大はしゃぎしていました。

２校とも四男晶浩、辻君にも手伝って頂き、普段に増して充実した体験

が出来たのではないでしょうか。 

 この取組みは、十勝管内の農林漁業者宅に宿泊し、第一次産業を体感

してもらおうと４年前より継続して受入を行っているもので、春と秋に

約２，０００名の高校生が参加しました。 

詳しくお知りになりたい方は、http://www.shokuhug.com/まで。 


